
 認知症などの神経変性疾患の引き金となる異常化したタンパク質の蓄積を示す。 

 新規治療薬候補化合物などの有効性評価に有用。 

(Jucker M. &  Walker L. C., Nature, 2013) 

 神経変性疾患：加齢と異常タンパク質の蓄積 

 アルツハイマー病 

 レビー小体型認知症 
 パーキンソン病 

 前頭葉側頭葉変性症 
 筋委縮性側索硬化症（ALS） 

 疾患モデルと薬剤有効性評価 

凝集抑制能を持つ化合物を複数発見 

FACS (fluorescence activated cell sorting) 

化合物処理した細胞 

凝集体形成細胞群 

凝集体未形成細胞群 

既存薬ライブラリー （Prestwick Chemical：パテントフリーの医薬品

1191種類）からTDP-43凝集体形成抑制薬剤をスクリーニング。 

 アルツハイマー病 

候補化合物 

ゴール 

対象疾患（細胞モデル and/or 動物モデル有） 

患者脳内で見られる凝集体同様 
リン酸化・ユビキチン化を確認。 

 例：化合物の有効性評価 

未処理の細胞（対照） 

タンパク質を発現させただけでは
凝集体は形成されない。 

重合核形成が細胞障害の引き金になる可能性 
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新規予防・治療薬 

患者脳で見られる異常タンパク質の“凝集”を再現 凝集体形成細胞モデル 

(Nonaka et al., J Biol Chem. 2010) 
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凝集体未形成 凝集体形成 

正常タンパク 異常型に変換 

異常タンパク 

 アルツハイマー病、レビー小体型認知症、パーキンソン
病、ALS、前頭葉側頭葉変性症などの神経変性疾患の
患者脳で見られる異常タンパク質（タウ、αシヌクレイン、
TDP-43）の蓄積を再現。 

 病理伝播機序解明の研究に有用であるのみならず、新
規治療薬などの有効性評価にも有用。 

培養細胞に異常型タンパク質を導入する細胞モデル 

αシヌクレイン TDP-43 タウ 

凝集体形成細胞減少 

加齢に伴って出現する異常化タンパクの蓄積・拡散が病態発現に関与する
と考えられている。 
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 関連文献（一部） 

 関連特許（一部） 

患者脳で見られる異常タンパク質の“伝播”を再現 凝集体伝播動物モデル 

細胞内に生じた異常型タンパク質
が正常分子を異常に変換しながら
増殖し、細胞間を広がる可能性。 

辺縁系に 連合野に 海馬傍回から 

認知症 

アルツハイマー病の進行とタウ病変 

αシヌクレイン タウ 

東京都医学総合研究所 認知症プロジェクト 
URL: http://www.igakuken.or.jp/dementia/ 
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